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アイドルが書いた本や絵本を紹介します！  

 

 

 

 

 

 

「まっしろなちょうちょ』 著者：NiziU【MAYA】 

出版社：KADOKAWA 

『まっしろなちょうちょ』は、NiziU の MAYA さんが初めて手がけた描き下

ろし絵本です。まっしろなちょうちょが「本当の自分らしさ」を探して成長し

ていく姿を、やさしく温かいイラストとともに描いています。「ありのままの

自分でいい」という大切なメッセージが込められており、子どもから大人まで

心に響く一冊です。読むと前向きな気持ちになり、自分らしくいることの大切

さを改めて感じられる作品です。 

『はなコミ！～となりにアイドル～』 著者：＝LOVE【大場花菜】 

出版社：KADOKAWA 

『はなコミ！～となりにアイドル～』は、＝LOVE の大場花菜さんが描くコミックエッセ

イです。レッスンやライブ、楽曲制作など、普段は見ることのできないアイドルの日常

を、かわいらしく親しみやすいイラストで描いています。メンバーとの何気ないやり取り

や舞台裏のエピソードからは、アイドルとして努力する姿や仲の良さが伝わり、ファンは

もちろん、アイドルに興味がある人も楽しめる一冊です。笑いあり、感動ありのエピソー

ドを通して、「となりにアイドルがいる」ような温かい気持ちになれる作品です。 

 



 

 

 

 

『独断と偏見』 著者：嵐【二宮和也】 

出版社：集英社 

『独断と偏見』は、二宮和也が 40 代を迎えた今だからこそ語れる価値観や人生

観を、率直な言葉で綴った初の新書です。仕事、人間関係、挑戦、幸せ――100

の問いに対する飾らない答えからは、トップエンターテイナーとして歩んでき

た経験と、等身大の一人の人間としての考え方が伝わってきます。「正解」を

教える本ではなく、自分自身の「答え」を見つめ直すきっかけを与えてくれる

一冊。二宮和也ならではのユーモアと鋭い視点が詰まった、何度でも読み返し

たくなる作品です。 

『トラペジウム』 著者：乃木坂 46【高山一美】 

出版社：KADOKAWA 

『トラペジウム』は、高山一実の小説家デビュー作で、「アイドルになる」と

いう夢を追い続ける少女・東ゆうの 10 年間を描いた青春小説です。夢をかな

えるために努力を重ねる一方で、葛藤や挫折、人とのつながりを通して成長し

ていく姿が丁寧に描かれています。ただのサクセスストーリーではなく、夢を

追うことの厳しさや人との絆の大切さを考えさせられる作品です。アイドルを

目指す少女たちのまっすぐな想いに、勇気と感動をもらえる一冊です。 

今回は今をときめく人気アイドルや国民的アイドルの方が書いた本を紹介してみました！！ 

これをきっかけに本をたくさん読んでもらえると光栄です！！ 


